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第 1 章 I n t ro du c t i o n では本研究の背景、位置づけ や関連研究の動向など が
簡潔に記述されている。特に関連する IO T,  M TC ,  5 G 等の動向や最新技術を
紹介しており、本論文の内容の理解の一助となっている。  




第 3 章 G am e  Th eo ry - ba sed  Po we r  C on tro l  S che me では基地局が周囲の
MT C デ バイ ス から 情 報を 受 信 する シ ステ ム にお け る電 力 制御 方式 に 関す る
研究をまとめている。情報伝送の信頼性を保 つために適切な S INR（ S ig na l  t o  





本章ではゲーム理論に基づ く電力制御方式を適用し電力消費を抑える方式  
を提案しており、具体的な S IN R を確保しつつ消費電力を抑える 効果が認め
られ、他方式よりも優れた特性を示しており価値が高いものと評価できる 。  
第 4 章 D is t r ib u ted  Po we r  S p l i t t in g  A lg o r i th m では、一つの A P（ A cce ss  
Po in t）と複数の M TC デバイスを含むシステムモデルについて考察 している。
良好な通信性能を確保するため、MT C デバイスへの安定的な電力供給が重要
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であるが、多くの場合 MT C デバイスの電源確保は困難な場合が多く、一方
で太陽光、風力などの再生可能エネルギーは存在するが、安定的な 電力供給
を行う方法としては十分とは言えない。 無線によるエネルギー伝送は周囲の







れは S W IPT (  S im u l ta ne ou s  Wir e le ss  In f o rm a t i o n  an d  Po we r  Tran s f e r）と
呼ばれ、収穫されたエネルギーはアップリンク伝送へ電力供給されるため 、







第 5 章 Co op e ra t i ve  E ne rgy  M a na ge me n t  S che me ではハイブリッドアク
セスポイント（ H - A P）から各 MT C デバイスにエネルギー信号を送信する 時
間と情報収集する時間に分ける時分割方式を提案している。各 MT C デバイ
スはアップリンク送信時間まで 電力伝送信号を受信し エネルギーを貯蔵し送
信用電力として用いる 。残存エネルギーと公平性指数の観点から、非協力ゲ





的で価値が高いものと認められる 。  
上記のように本論文では、M TC デバイスが基地局と接続される状況下にお
けるエネルギー伝送問題をゲーム理論等を用いて多角的に検討した結果をま
とめている。第 3 章では、 S IN R が確保されること を前提として、アップリ
ンク用送信電力を制御する手法に関する検討を行い、第 4 章では S W IP T を
採用し電力伝送と情報伝達を兼ねた 電力制御手法の提案及びその評価を行っ
ている。また、第 5 章では、時分割で各ユーザに最適な時間割り当 て方式を
考察し、最適な制御手法を提案した。本論文の成果は，電力制御方式等の最
適化を行うことで M T C デバイスのアクセス効率や信頼性を向上するもので
あり，情報通信技術の発展に寄与するところ極めて大きい。従って ，本論文
 3 
は博士（工学）の学位を授与するに値するものと認める 。  
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